
(57)【要約】

【課題】術者の手を煩わせることなく、また、患者に苦

痛を与えることなく患者の頭を安頭台にフィットさせる

ことができるようにした歯科用安頭台を提供する。

【解決手段】安頭台本体２０と、該安頭台本体２０の後

方に配置され、該安頭台本体２０を支持する安頭台受け

部材３０とから成る。安頭台本体２０内は圧縮空気で満

され、少なくとも、その前面が柔軟部材で形成されてお

り、患者Ｋが頭を載せた時の荷重分布により、図１（Ａ

）に示す状態になったり、図１（Ｂ）に示す状態になっ

たりし、患者Ｋの姿勢に応じて、自動的に、患者の頭に

フィットする。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 安 頭 台 本 体 と 、 該 安 頭 台 本 体 の 後 方 に 配 置 さ れ 、 該 安 頭 台 本 体 を 支 持 す る 安 頭 台 本 体 受
け 部 材 と か ら 成 り 、 前 記 安 頭 台 本 体 内 は 圧 縮 空 気 で 満 さ れ 、 少 な く と も 、 そ の 前 面 が 柔 軟
部 材 で 形 成 さ れ 変 形 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 歯 科 用 安 頭 台 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 安 頭 台 本 体 内 の 圧 縮 空 気 の 量 は 調 節 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の
歯 科 用 安 頭 台 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 安 頭 台 本 体 が 上 下 ２ 個 の 安 頭 台 本 体 か ら な り 、 か つ 、 両 者 が 空 気 通 路 に て 連 通 さ れ
て お り 、 内 部 の 空 気 が 前 記 空 気 通 路 を 通 し て 移 動 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に
記 載 の 歯 科 用 安 頭 台 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 空 気 通 路 は 、 上 方 の 安 頭 台 本 体 か ら 下 方 の 安 頭 台 本 体 へ 空 気 を 流 す 第 １ の 空 気 通 路
と 、 下 方 の 安 頭 台 本 体 か ら 上 方 の 安 頭 台 本 体 へ 空 気 を 流 す 第 ２ の 空 気 通 路 と 、 こ れ ら 空 気
通 路 の 一 方 を 開 と し 、 他 方 を 閉 と す る 切 換 弁 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の
歯 科 用 安 頭 台 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 切 換 弁 は 電 磁 弁 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 歯 科 用 安 頭 台 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 安 頭 台 本 体 は 、 上 下 ２ 個 の 安 頭 台 本 体 か ら な り 、 こ れ ら 上 下 ２ 個 の 安 頭 台 本 体 が そ
れ ぞ れ 独 立 し て 内 部 の 圧 縮 空 気 の 量 を 調 節 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の
歯 科 用 安 頭 台 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 安 頭 台 本 体 の 左 右 両 側 に 更 に 圧 縮 空 気 が 入 っ た 安 頭 台 本 体 を 有 す る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ 乃 至 ６ の い ず れ か に 記 載 の 歯 科 用 安 頭 台 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 左 右 の 安 頭 台 本 体 は 、 空 気 通 路 を 通 し て 連 通 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に
記 載 の 歯 科 用 安 頭 台 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 左 右 の 安 頭 台 本 体 は 、 相 互 に 独 立 し て 、 内 部 の 圧 縮 空 気 の 量 を 調 整 可 能 で あ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 歯 科 用 安 頭 台 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 上 下 の 安 頭 台 本 体 及 び 左 右 の 安 頭 台 本 体 が 全 て 空 気 通 路 を 通 し て 連 通 し て い る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 又 は ９ に 記 載 の 歯 科 用 安 頭 台 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 歯 科 治 療 に 当 り 、 患 者 が 頭 を 載 せ る 安 頭 台 に 係 り 、 よ り 詳 細 に は 、 で き る だ
け 術 者 の 手 を 煩 わ す こ と な く 、 か つ 、 患 者 に も 負 担 を か け る こ と な く 、 患 者 に フ ィ ッ ト す
る よ う に し た 歯 科 用 安 頭 台 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 図 ６ は 、 本 発 明 が 適 用 さ れ る 歯 科 治 療 ユ ニ ッ ト の 一 例 を 示 す 全 体 構 成 図 で 、 該 歯 科 治 療
ユ ニ ッ ト は 、 治 療 椅 子 １ ， ワ ー ク テ ー ブ ル ２ ， ス ピ ッ ト ン ３ ， 無 影 灯 ４ ， イ ン ス ツ ル メ ン
ト ホ ル ダ ５ ， フ ッ ト ス イ ッ チ ６ ， ア シ ス タ ン ト イ ン ス ツ ル メ ン ト ホ ル ダ ７ ， ハ ン ド ピ ー ス
（ イ ン ス ツ ル メ ン ト ） ８ 等 か ら 成 り 、 イ ン ス ツ ル メ ン ト ホ ル ダ ５ に は 、 歯 科 治 療 に お い て
使 用 す る 種 々 の ハ ン ド ピ ー ス 、 例 え ば 、 エ ア ー タ ー ビ ン 、 マ イ ク ロ エ ン ジ ン 、 超 音 波 ス ケ
ー ラ 、 マ ル チ シ リ ン ジ 等 の ハ ン ド ピ ー ス ８ が 収 納 さ れ て お り 、 周 知 の よ う に 、 歯 科 治 療 に
当 り 、 患 者 は 椅 子 １ に 座 り 、 頭 を 安 頭 台 ９ に 固 定 し て 治 療 を 受 け る 。 治 療 中 、 術 者 は 治 療
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椅 子 １ を 上 下 動 ， 倒 起 動 ， 傾 斜 動 等 さ せ て 、 患 者 を 治 療 し や す い 姿 勢 に し て 治 療 を 行 う 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ７ は 、 本 発 明 が 適 用 さ れ る 歯 科 用 安 頭 台 の 一 例 を 説 明 す る た め の 要 部 概 略 構 成 図 で 、
図 中 、 １ ０ は 安 頭 台 本 体 、 １ １ は 該 安 頭 台 本 体 １ ０ を 回 動 自 在 に 支 持 す る 安 頭 台 本 体 支 持
部 材 、 １ ２ は 安 頭 台 本 体 １ ０ （ 安 頭 台 本 体 支 持 部 材 １ １ ） を 上 下 方 向 に 高 さ 位 置 調 節 を す
る 摺 動 杆 、 Ｋ は 患 者 、 Ｄ は 術 者 で 、 歯 科 治 療 に 当 り 、 患 者 Ｋ は 、 椅 子 １ に 座 り 、 頭 を 安 頭
台 本 体 １ ０ に 載 せ て 頭 を 安 定 さ せ た 状 態 で 歯 科 治 療 を 受 け る 。 図 ７ （ Ａ ） は 、 患 者 Ｋ が 治
療 椅 子 に 対 し て 傾 斜 し て 座 っ て い る 時 の 安 頭 台 本 体 １ ０ と 患 者 Ｋ の 頭 と の 関 係 を 示 す 図 、
図 ７ （ Ｂ ） は 、 患 者 が 治 療 椅 子 に 対 し て 直 立 し て 座 っ て い る 時 の 安 頭 台 本 体 １ ０ と 患 者 Ｋ
の 頭 と の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 ７ に 示 す よ う に 、 術 者 Ｄ は 、 患 者 Ｋ の 治 療 姿 勢 に 応 じ て 、 安 頭 台 本 体 １ ０ の 角 度 を 矢
印 Ａ 方 向 に 変 え て 患 者 Ｋ の 頭 が 安 頭 台 本 体 １ ０ に フ ィ ッ ト す る よ う に 調 整 し て い る が 、 そ
の 操 作 は 、 術 者 Ｄ が 手 動 で 行 っ て お り 、 そ れ が 術 者 に 対 し て 負 担 に な っ て お り 、 同 時 に 、
操 作 時 に 患 者 は 頭 を 前 後 に 大 き く 移 動 す る 必 要 が あ り 、 特 に 、 お 年 寄 り に は 首 に 力 を 入 れ
る の が 苦 痛 で あ り 、 そ れ が 患 者 に 対 す る 負 担 と な っ て い た 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 の ご と き 実 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 特 に 、 歯 科 用 安 頭 台 に お い て 、
術 者 の 手 を 煩 わ せ る こ と な く 、 ま た 、 患 者 に 苦 痛 を 与 え る こ と な く 、 患 者 の 頭 を 安 頭 台 に
フ ィ ッ ト さ せ る こ と が で き る よ う に し た 歯 科 用 安 頭 台 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て な さ れ
た も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 は 、 安 頭 台 本 体 と 、 該 安 頭 台 本 体 の 後 方 に 配 置 さ れ 、 該 安 頭 台 本 体 を 支
持 す る 安 頭 台 本 体 受 け 部 材 と か ら 成 り 、 前 記 安 頭 台 本 体 内 は 圧 縮 空 気 で 満 さ れ 、 少 な く と
も 、 そ の 前 面 が 柔 軟 部 材 で 形 成 さ れ 変 形 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 請 求 項 １ の 発 明 に お い て 、 前 記 安 頭 台 本 体 内 の 圧 縮 空 気 の 量 は 調 節
可 能 で あ る こ と を 特 徴 と し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ３ の 発 明 は 、 請 求 項 １ の 発 明 に お い て 、 前 記 安 頭 台 本 体 が 上 下 ２ 個 の 安 頭 台 本 体
か ら な り 、 か つ 、 両 者 が 空 気 通 路 に て 連 通 さ れ て お り 、 内 部 の 空 気 が 前 記 空 気 通 路 を 通 し
て 移 動 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ４ の 発 明 は 、 請 求 項 ３ の 発 明 に お い て 、 前 記 空 気 通 路 は 、 上 方 の 安 頭 台 本 体 か ら
下 方 の 安 頭 台 本 体 へ 空 気 を 流 す 第 １ の 空 気 通 路 と 、 下 方 の 安 頭 台 本 体 か ら 上 方 の 安 頭 台 本
体 へ 空 気 を 流 す 第 ２ の 空 気 通 路 と 、 こ れ ら 空 気 通 路 の 一 方 を 開 と し 、 他 方 を 閉 と す る 切 換
弁 を 有 す る こ と を 特 徴 と し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ５ の 発 明 は 、 請 求 項 ４ の 発 明 に お い て 、 前 記 切 換 弁 は 電 磁 弁 で あ る こ と を 特 徴 と
し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ６ の 発 明 は 、 請 求 項 １ の 発 明 に お い て 、 前 記 安 頭 台 本 体 は 、 上 下 ２ 個 の 安 頭 台 本
体 か ら な り 、 こ れ ら 上 下 ２ 個 の 安 頭 台 本 体 が そ れ ぞ れ 独 立 し て 内 部 の 圧 縮 空 気 の 量 を 調 節
可 能 で あ る こ と を 特 徴 と し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ７ の 発 明 は 、 請 求 項 １ 乃 至 ６ の い ず れ か の 発 明 に お い て 、 前 記 安 頭 台 本 体 の 左 右
両 側 に 更 に 圧 縮 空 気 が 入 っ た 安 頭 台 本 体 を 有 す る こ と を 特 徴 と し た も の で あ る 。
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【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ８ の 発 明 は 、 請 求 項 ７ の 発 明 に お い て 、 前 記 左 右 の 安 頭 台 本 体 は 、 空 気 通 路 を 通
し て 連 通 し て い る こ と を 特 徴 と し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ９ の 発 明 は 、 請 求 項 ７ の 発 明 に お い て 、 前 記 左 右 の 安 頭 台 本 体 は 、 相 互 に 独 立 し
て 、 内 部 の 圧 縮 空 気 の 量 を 調 整 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 １ ０ の 発 明 は 、 請 求 項 ４ 又 は ９ の 発 明 に お い て 、 前 記 上 下 の 安 頭 台 本 体 及 び 左 右
の 安 頭 台 本 体 が 全 て 空 気 通 路 を 通 し て 連 通 し て い る こ と を 特 徴 と し た も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に よ る と 、 安 頭 台 本 体 は 圧 縮 空 気 が 封 入 さ れ 、 少 な く と も 、 患 者 の 頭 が 載 る 前 面
側 の 面 が 柔 軟 性 の 部 材 で 構 成 さ れ て い る の で 、 患 者 が 安 頭 台 に 頭 を 載 せ た 時 に 、 そ の 加 重
分 布 に 従 っ て 安 頭 台 本 体 の 表 面 側 が 自 動 的 に 変 形 し て 頭 を 支 え る の で 、 術 者 が 手 を 加 え て
調 節 す る よ う な 負 担 は な く 、 ま た 、 患 者 も 頭 の 移 動 を 強 制 さ れ る こ と な く 、 ご く 自 然 に 安
頭 台 に 頭 が フ ィ ッ ト さ れ る の で 、 首 に 力 を 入 れ る 必 要 も な く 、 術 者 に 対 し て も 、 患 者 に 対
し て も 、 負 担 な く 楽 に 歯 科 治 療 を 行 う こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 に よ る 安 頭 台 の 一 実 施 例 を 説 明 す る た め の 要 部 概 略 構 成 図 で 、 図 中 、 ２
０ は 圧 縮 空 気 が 封 入 さ れ た 袋 状 の 安 頭 台 本 体 で 、 こ の 安 頭 台 本 体 ２ ０ は 、 図 ７ に 示 し た 安
頭 台 本 体 １ ０ に 代 る も の で あ る 。 こ の 安 頭 台 本 体 ２ ０ は 、 そ れ 自 体 で は 、 患 者 の 頭 を 支 え
る こ と は で き な い の で 、 図 ７ に 示 し た 安 頭 台 支 持 部 材 １ １ に 代 る 安 頭 台 本 体 受 け 部 材 ３ ０
を 設 け 、 こ の 受 け 部 材 ３ ０ の 上 に 載 置 す る よ う に し て い る 。 従 っ て 、 こ の 安 頭 台 本 体 ２ ０
は 、 受 け 部 材 ３ ０ に 対 し て 独 立 し て 存 在 す る も の で も な く 、 ま た 、 こ の 受 け 部 材 ３ ０ に 対
し て 回 動 す る も の で も な い 。 こ の 安 頭 台 本 体 ２ ０ は 、 少 な く と も 、 頭 を 載 せ る 側 の 面 が 柔
軟 性 の 部 材 で 構 成 さ れ て お り 、 歯 科 治 療 に 当 っ て 、 患 者 が 頭 を 載 せ た 時 に 、 そ の 頭 を 載 せ
た 時 の 荷 重 分 布 に 従 っ て 変 形 し 、 図 １ （ Ａ ） 或 い は 図 １ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 患 者 の 頭 に
フ ィ ッ ト す る 。 こ の 安 頭 台 本 体 ２ ０ 内 の 圧 縮 空 気 は 、 予 め 密 閉 さ れ た 一 定 圧 の 圧 縮 空 気 で
も よ い が 、 圧 力 調 整 を 可 能 に し て お き 、 患 者 の 頭 の 重 さ 、 患 者 の 好 み 等 に 応 じ て 任 意 の 圧
力 に 調 整 で き る よ う に し て お い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 の 他 の 実 施 例 を 説 明 す る た め の 要 部 概 略 構 成 図 で 、 こ の 実 施 例 は 、 前 述
の 安 頭 台 本 体 ２ ０ を ２ つ の 安 頭 台 本 体 ２ ０ 1 ， ２ ０ 2 で 構 成 し 、 こ れ ら を 上 下 に 配 設 し て 空
気 通 路 ２ １ で 連 通 し た も の で あ る が 、 こ の よ う に し て お け ば 、 例 え ば 、 図 ２ （ Ａ ） に 示 す
よ う に 、 上 部 の 安 頭 台 ２ ０ 1 に 荷 重 が 大 き く か か る 時 は 、 上 部 の 安 頭 台 本 体 ２ ０ 1 が そ の 圧
力 に 応 じ て 萎 み 、 そ の 分 、 下 部 の 安 頭 台 本 体 ２ ０ 2 が 膨 ら み 、 荷 重 が 頭 部 の ほ ぼ 全 域 に わ
た っ て 均 等 に か か り 、 患 者 の 頭 部 を 安 定 に 保 持 す る 。 逆 に 、 図 ２ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 下
側 の 安 頭 台 本 体 ２ ０ 2 に 大 き な 荷 重 が か か る 時 は 、 下 側 の 安 頭 台 本 体 ２ ０ 2 が 萎 み 、 上 側 の
安 頭 台 本 体 ２ ０ 1 が 膨 ら み 、 患 者 の 頭 を 安 定 に 保 持 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ３ は 、 上 側 の 安 頭 台 本 体 ２ ０ 1 と 下 側 の 安 頭 台 本 体 ２ ０ 2 を ２ 本 の 空 気 通 路 ２ １ 1 ， ２
１ 2 で 連 通 し 、 各 空 気 通 路 ２ １ 1 ， ２ １ 2 に そ れ ぞ れ 逆 方 向 に 作 用 す る 逆 止 弁 ２ ２ 1 ， ２ ２ 2

を 設 け る と と も に 、 切 換 弁 ２ ３ を 設 け て お き 、 例 え ば 、 常 態 で は 、 図 ３ （ Ａ ） に 示 す 状 態
（ 上 側 の 安 頭 台 本 体 ２ ０ 1 と 下 側 の 安 頭 台 本 体 ２ ０ 2 が 同 じ 圧 力 ） に し て お き 、 患 者 を 図 ３
（ Ｂ ） に 示 す 姿 勢 に す る 時 は 、 切 換 弁 ２ ３ に よ っ て 、 空 気 通 路 ２ １ 1 側 を 開 い て 、 上 側 の
安 頭 台 ２ ０ 1 内 の 空 気 通 路 ２ １ 1 を 開 き 、 患 者 が 安 頭 台 本 体 に 頭 を 載 せ た 時 に 、 上 側 の 安 頭
台 本 体 ２ ０ 1 側 の 空 気 が 下 側 の 安 頭 台 本 体 ２ ０ 2 側 に 流 れ て 、 上 側 の 安 頭 台 本 体 ２ ０ 1 が 萎
み 、 下 側 の 安 頭 台 本 体 ２ ０ 2 が 膨 ら む よ う に す る 。 逆 に 、 患 者 を 図 ２ （ Ｂ ） に 示 し た 姿 勢
に す る 時 は 、 例 え ば 、 図 ３ （ Ｃ ） に 示 す 構 成 の 切 換 弁 ２ ３ を 切 り 換 え て 、 空 気 通 路 ２ １ 1
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を 閉 じ 、 ２ １ 2 を 開 く と 、 下 側 の 安 頭 台 本 体 ２ ０ 2 内 の 空 気 が 上 側 の 安 頭 台 本 体 ２ ０ 1 に 流
れ 、 下 側 の 安 頭 台 本 体 ２ ０ 2 が 萎 み 、 上 側 の 安 頭 台 本 体 ２ ０ 1 が 膨 ら み 、 図 ２ （ Ｂ ） に 示 し
た 状 態 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ４ は 、 本 発 明 の 他 の 実 施 例 を 説 明 す る た め の 要 部 構 成 図 で 、 こ の 実 施 例 は 、 上 側 の 安
頭 台 本 体 ２ ０ 1 と 下 側 の 安 頭 台 本 体 ２ ０ 2 と を ２ 本 の 空 気 通 路 ２ １ 1 ， ２ １ 2 で 連 結 す る と と
も に 、 こ れ ら 空 気 通 路 ２ １ 1 ， ２ １ 2 に 、 図 ３ に 示 し た 切 換 弁 ２ ３ に 代 る 電 磁 弁 ２ ４ を 設 け
、 こ れ ら 空 気 通 路 ２ １ 1 ， ２ １ 2 を 電 磁 弁 ２ ４ に よ っ て 遠 隔 操 作 に よ っ て 切 換 え る よ う に し
た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 な お 、 以 上 に は 、 上 下 ２ つ の 安 頭 台 本 体 ２ ０ 1 ， ２ ０ 2 内 に 一 定 圧 力 に 空 気 を 封 入 し て お
き 、 こ れ ら を 空 気 通 路 ２ １ 又 は ２ １ 1 ， ２ １ 2 に よ っ て 連 通 す る よ う に し た 例 を 示 し た が 、
そ れ ぞ れ 独 立 し て 圧 力 調 整 可 能 に し て お け ば 、 例 え ば 、 図 ２ （ Ａ ） に 示 す 状 態 に す る 時 は
、 上 側 の 安 頭 台 本 体 ２ ０ 1 の 空 気 圧 を 下 げ て 、 該 上 側 の 安 頭 台 本 体 ２ ０ 1 を 萎 ま せ 、 下 側 の
安 頭 台 本 体 ２ ０ 2 の 空 気 圧 を 上 げ て 該 上 側 の 安 頭 台 本 体 ２ ０ 2 を 膨 ら ま せ 、 図 ２ （ Ｂ ） の 状
態 に す る 時 は 、 そ の 逆 に 、 上 側 の 安 頭 台 本 体 ２ ０ 1 を 膨 ら ま せ 、 下 側 の 安 頭 台 本 体 ２ ０ 2 を
萎 ま せ る と よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ５ は 、 本 発 明 の 他 の 実 施 例 を 説 明 す る た め の 要 部 概 略 構 成 図 で 、 図 ５ （ Ａ ） は 本 発 明
に よ る 安 頭 台 を 前 方 よ り 見 た 正 面 図 、 図 ５ （ Ｂ ） は 上 方 よ り 見 た 平 面 図 で 、 こ の 実 施 例 は
、 上 下 の 安 頭 台 本 体 ２ ０ 1 ， ２ ０ 2 に 加 え て 、 左 右 の 安 頭 台 本 体 ２ ０ 3 ， ２ ０ 4 を 設 け た も の
で あ る 。 こ れ ら の 左 右 の 安 頭 台 本 体 ２ ０ 3 ， ２ ０ 4 も 前 述 の 上 下 の 安 頭 台 本 体 と 全 く 同 様 に
し て 機 能 さ せ る こ と が で き 、 こ れ に よ っ て 、 患 者 の 左 右 の 姿 勢 に 対 し て も 安 頭 台 を フ ィ ッ
ト さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 上 に は 、 安 頭 台 本 体 内 に 予 め 圧 縮 空 気 を 封 入 し て お き 、 患 者 が 安 頭 台 本 体 に 頭 を 載 せ
た 時 の 圧 力 分 布 に 応 じ て 該 安 頭 台 本 体 内 の 空 気 が 移 動 し て 、 患 者 の 頭 が 安 頭 台 本 体 に フ ィ
ッ ト す る よ う に し た 例 を 示 し た が 、 各 安 頭 台 本 体 ２ ０ 1 ～ ２ ０ 4 に そ れ ぞ れ 独 立 し て 空 気 を
供 給 可 能 と し 、 か つ 、 そ の 圧 力 調 整 を 可 能 に し て お く こ と に よ り 、 安 頭 台 本 体 ２ ０ 1 ～ ２
０ 4 の 膨 ら み 具 合 或 い は 萎 み 具 合 を 調 整 し 、 患 者 の 頭 の 姿 勢 を 、 安 頭 台 本 体 の 膨 ら み 具 合
或 い は 萎 み 具 合 を 調 整 す る こ と に よ っ て き め 細 か に 決 め る よ う に す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 歯 科 用 安 頭 台 の 一 実 施 例 を 説 明 す る た め の 要 部 概 略 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に よ る 歯 科 用 安 頭 台 の 他 の 実 施 例 を 説 明 す る た め の 要 部 概 略 構 成 図 で あ る
。
【 図 ３ 】 本 発 明 に よ る 歯 科 用 安 頭 台 の 他 の 実 施 例 を 説 明 す る た め の 要 部 概 略 構 成 図 で あ る
。
【 図 ４ 】 本 発 明 に よ る 歯 科 用 安 頭 台 の 他 の 実 施 例 を 説 明 す る た め の 要 部 概 略 構 成 図 で あ る
。
【 図 ５ 】 本 発 明 に よ る 歯 科 用 安 頭 台 の 他 の 実 施 例 を 説 明 す る た め の 要 部 概 略 構 成 図 で あ る
。
【 図 ６ 】 本 発 明 が 適 用 さ れ る 安 頭 台 を 備 え た 歯 科 用 ユ ニ ッ ト の 一 例 を 説 明 す る た め の 図 で
あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 の 歯 科 用 安 頭 台 の 構 成 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
９ … 安 頭 台 、 ２ ０ ， ２ ０ 1 ～ ２ ０ 4 … 安 頭 台 本 体 、 ２ １ ， ２ １ 1 ， ２ １ 2 … 空 気 通 路 、 ２ ２ 1

， ２ ２ 2 … 逆 止 弁 、 ２ ３ … 切 換 弁 、 ２ ４ … 電 磁 弁 、 ３ ０ … 安 頭 台 本 体 受 け 部 材 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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